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ウェルカム・サンデーメッセージ（2018 年 9 月 16 日） 

メッセージ：中村信哉 

イエスの幸福論 
マタイの福音書 5 章 1-12 節 

 

はじめに 

 今日のメッセージは、「イエスの幸福論」というテーマでお話したいと思います。 

 今年の三月に、国連が世界 156 ヶ国を対象に調査をして、「世界幸福度ランキング」を

発表しました。それによると、日本は 54 位でした。ちなみに韓国は 57 位で、アメリカは

18 位でした。日本人や韓国人は、比較的自分が幸せだと感じていないようです。それに比

べてアメリカ人は、日本人や韓国人よりも、自分が幸せだと感じているようです。 

 では、世界の中でどの国の人々が、最も自分が幸せだと感じているのでしょうか？第一

位は、フィンランドです。第二位はノルウェー、第三位はデンマーク、第四位はアイスラ

ンドです。上位の四か国に共通することは、どの国も北ヨーロッパ（北欧）の国々である

ということです。北欧の人々は、自分が幸せだと感じている人が多いようです。 

 上位の四か国に共通するもう一つのことは、どの国も国旗に十字架が入っているという

ことです。上位の四か国は、いずれもキリスト教の影響を色濃く受けている国々だと言え

ます。 

 これらのことを考えると、キリスト教と幸福感（自分が幸せだと感じる）というのは全

く無関係ではないのではないかと思えます。キリスト教は、イエス・キリストを神と信じ

る宗教です。そして旧約聖書と共に新約聖書を正典とします。 

 幸福度ランキングの上位の国に大きな影響を与えたであろうイエス・キリストは、幸せ

についてどのようなことを語ったのでしょうか？イエス・キリストは、先ほど読んだ聖書

の個所で九回、「～な者は幸いです」と語っています。イエス・キリストにとって、どのよ

うな人が幸せなのでしょうか？ 

 

1．イエスの幸福論 

 幸せというものは、主観的なものだと思います。金持ちであれば幸せだとか、健康であ

れば幸せだ、家族がいれば幸せだというわけではありません。沢山の財産を持ちながらも

不幸な人は沢山いますし、貧しくても幸せに生きている人は沢山います。病気や障がいを

抱えていても幸せに生きている人もいますし、健康でも自ら命を絶つ人もいます。家族が

いても憎しみ合っている人もいれば、独身でも幸せに生きている人もいます。 

 幸せは必ずしも、お金や健康や家族を持つというものではないのかもしれません。よく

「幸せは自分で決める」と言われますが、確かに幸せは主観的なものなのかもしれません。

どんな環境や状況にあろうとも、自分が幸せだと思えば幸せだし、自分が不幸だと思えば
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不幸なのかもしれません。 

 

 しかしイエス・キリストは、今日の聖書箇所で「～な者は幸いです」と客観的に語って

います。まるで自分を幸せだと思っていない人に対して、「あなたがたは幸せなんだよ。だ

って～なんだから」と語っているようです。そして自分が幸せなんだということに気付い

て欲しい、そのような思いが込められているように思えます。 

 イエス・キリストが幸せについて語ったのは、「群衆」に対してでした。1-2 節を見ると、

弟子たちに対して語ったようにも見えますが、イエス・キリストの教えは 5-7 章まで続き

ますが、イエスの教えが終わった 7：28 には「イエスがこれらのことばを語り終えられると、群

衆はその教えに驚いた」とありますから、イエス・キリストは弟子たちに対してだけでなく、

群衆にも語られたのです。 

 では、イエス・キリストのもとに集まって来た「群衆」とは、どんな人たちだったので

しょうか？それは、今日の聖書箇所の少し前４：23 以下を見ると、「様々な病や痛みに苦し

む人々、悪霊につかれた人、てんかんの人、中風の人など」（4：24）でした。 

 イエス・キリストは、彼らの病気を癒して、彼らに「幸せとはどういうものか」という

ことを語ったのです。イエス・キリストは決して、金持ちになること、健康になること、

家族を持つことが幸せであるとは語りませんでした。 

 イエス・キリストは「心の貧しい者は幸いです」と言われました。心の貧しい人は、イエス・

キリストから見て幸せなのです。聖書によれば、イエス・キリストは神ご自身です。神が

人となられた方です。人間に命を与え、人間を造られた方です。その神であるイエス・キ

リストが、人間にとっての幸せとは何かを語っているのです。人間にとっての幸せは、「心

の貧しさ」にあるのです。そして、イエス・キリストのもとに集まって来た群衆はみな、「心

の貧しい」人たちであったのです。 

 

2．心の貧しい人 

 では、「心の貧しい人」とは、どんな人でしょうか？「心の貧しい人」の反対は、「心の

豊かな人」と言えます。「心の豊かな人」とは、人格的に素晴らしい人であり、まさに誰か

らも愛され、尊敬される「幸せな人」のように思えます。しかしイエス・キリストは、「心

の豊かな人」ではなく、「心の貧しい人」こそ幸せだと言うのです。 

 「心の貧しい人」というのは、人格的に未熟な人のことではありません。「心の貧しい人」

というギリシヤ語を、直訳すると「霊の物乞い」です。イエス・キリストが幸せだと言っ

ているのは、心が貧しい人ではなく、「霊」が貧しい人です。しかも単なる貧しさではなく、

自分は何も持っていない物乞いです。誰かに援助されなければ生活できない無一文の物乞

いです。 

「霊の物乞い」というのは、神に頼って生きる人です。神の助けと守りを求めて生きる

人です。自分の無力さを認めて、自分の力に頼ることを止めて、神に頼り、神に委ねて生
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きる人です。 

16 世紀の宗教改革者マルティン・ルターは、62 歳で天に召されましたが、彼は天に召

される二日前にこのような言葉を残しています。「われわれは物乞いだ。それは本当だ」。

ルターは、自分の人生を振り返って、自分は神の物乞いだったと感じたのです。自分には

何もなかった、自分はただ神の恵みに支えられて生きてきたに過ぎなかったと感じたので

す。 

「心の貧しい人」とは、人格的に未熟な人ではありません。自分の限界と無力さを認め

て、神に委ねて生きる人です。イエス・キリストのもとに集まって来た群衆は皆、病気や

問題を抱えていました。その中で彼らは、自分の無力さを認めて、イエス・キリストに頼

って来たのです。イエス・キリストに自分の身を委ねて、預けたのです。このような姿こ

そ、本当の「心の貧しさ」「霊の物乞い」の姿なのです。 

自分の能力に頼り、自信にあふれ、人生を切り開いて富と栄誉を手にしている人を、世

間一般は「幸せな人」と見るかもしれません。しかしイエス・キリストは、自分の限界と

無力さを知り、へりくだって世界と人間の創造者である神に頼り、神に委ねて生きる人こ

そ、「幸せな人」だと言うのです。 

 

3．天の御国が約束されている 

 ではなぜ、自分の無力さを認め、神に頼って生きる人が「幸せ」なのでしょうか？イエ

ス・キリストは、それは「天の御国はその人たちのものだから」だと言われます。なぜ自分の無

力さを認めて、神に頼って生きる人が幸せなのか、それは、その人が天国に行くことがで

きるからです。 

 聖書には、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」（へブル 9：27）

とあります。私たち人間は必ず死を迎えます。それと同時に、私たちは死後に神から裁き

を受けます。そして私たちの霊魂は、天国か地獄のいずれかへ行くことになります。天国

とは救いを意味し、地獄は滅びを意味します。 

 生まれながらの人間は皆、神から離れ、神に背を向け、神に従わずに歩んでいます。そ

の結果、すべての人は自分本位の人生を生きるようになり、偶像礼拝や、嘘偽り、争い、

妬み、陰口などあらゆる心の闇を生み出すようになりました。生まれながらの人間は、ど

こかで方向転換をしない限り、心の闇や人生の悲惨、死後に待っている地獄の裁きから免

れることができないのです。 

 私たちが新しい人生を歩み、天国に行く道は、ただ一つしかありません。それは、「心を

貧しく」し、「霊の物乞い」となることです。自分の罪を認め、神であるイエス・キリスト

に頼り、人生を委ねることです。 

 イエス・キリストは、私たちを救うために十字架に架かられました。私たちに対する神

の裁きを代わりに受け、私たちを天国へ導くためです。イエス・キリストは十字架で死な

れた後、三日目によみがえられました。それは、私たちに新しい人生を歩ませるためです。 
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 生まれながらの人間は、自分で自分を救うことはできません。自分で新しい人生を歩み

始めることもできません。私たちは、神であるイエス・キリストに頼り、委ねなければな

りません。自分の罪と無力さを認め、神に従う決心とイエス・キリストにこれからの人生

を委ねていく決心をしなければなりません。その時に、イエス・キリストは救い主として、

私たちの人生を新しくして、私たちを天国の救いへと導いてくださるのです。 

 

おわりに 

 イエス・キリストの幸福論は、「心の貧しい人は幸せである。その人は天国へ導かれるか

らである」というものでした。 

 「心の貧しさ」とは、人格の未熟さではありません。自分の罪と無力さを認め、神であ

るイエス・キリストに寄り頼み、人生を委ねて生きる人です。この人は、罪の結果である

心の闇と人生の悲惨を克服し、新しい人生を歩むことができます。また天国が約束され、

死後の不安と恐怖から解放されます。 

 人間にとっての幸せ、それは必ずしもお金を手に入れることでも、健康を手に入れるこ

とでも、家族を手に入れることでもなく、神であるイエス・キリストという方を手に入れ

ることではないでしょうか？イエス・キリストはいつでも、あなたの前に差し出されてい

ます。どうぞこの方に委ねて、天国へと続く新しい人生を歩み始めてください。 


